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Makoto Nakajima · Professor / Community Development Studies, Regional Sciences

Target〉 「地域問題の経済学的考察」を基本テーマに，地域経済学の諸成果の継
承と，四国・徳島の実情に即した研究の発展につき講述する．

Outline〉 地域社会の土台をなす地域経済の構成と動態を理論的に解明する．ま
た，地域問題を解決するための政策と推進体制を明らかにする． 1◯地域経済
論の骨格と基礎概念， 2◯四国の事例による地域経済の実証的分析の方法， 3◯
地域づくりの理念と政策に関わる先行研究および先駆的事例の考察，を主要
テーマに 15回の講義で構成する．経済学を主要な方法とするが，地域問題は
総合的であることから，他の学問領域の成果を積極的に組み入れる．

Keyword〉 regional economics, regional problem, regional policy, sustainable
development

Goal〉 受講者には． 1◯地域問題-地域経済構造分析-地域政策の関係が理解できる，
2◯具体的な事例に則して地域問題を解決する地域政策のあり方について実証
的に考察できる，ことを求める．

Schedule〉
1.地域経済学の課題と構成+講義計画
2.地域経済学の歩み-先行研究のトレース 1◯
3.地域政策の理念-先行研究のトレース 2◯
4.地域問題と住民-先行研究のトレース 3◯
5.戦後日本経済と地域経済の変容 1◯戦後再編期
6.戦後日本経済と地域経済の変容 2◯高度成長期
7.戦後日本経済と地域経済の変容 3◯構造転換期
8.地域経済構造分析の手法 1◯人口構造
9.地域経済構造分析の手法 2◯産業構造

10.地域経済構造分析の手法 3◯政策体系
11.地域問題の現局面 1◯過疎地域
12.地域問題の現局面 2◯過密地域
13.地域づくりの新理念と政策体系
14.地域づくりの推進体制と住民
15.地域経済学の近年の動向

Evaluation Criteria〉 期末に提出するリポート，講義中の小テスト，出席状況な
どを総合して評価する

Re-evaluation〉 なし
Textbook〉 なし 関係資料を配付する

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218160
Contact〉
⇒研究室は1号館3階中棟(3M15)．随時相談に応ずるが，e-mailで予約が望ま
しい．アドレス:makoto@ias.tokushima-u.ac.jp
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